
 

 

 

２０２１年９月１３日 

ＭＳ＆ＡＤインシュアランス グループのあいおいニッセイ同和損害保険株式会社（代表取締役社長：金杉 

恭三）は、8月 24日～9月 5日に開催された東京 2020パラリンピックの男子車いすバスケットボールにおい

て、当社所属の秋田啓選手が銀メダルを獲得しましたので、お知らせします。また、女子車いすバスケット

ボール柳本あまね選手、陸上･男子やり投げ白砂匠庸選手がそれぞれ６位入賞となりました。 

 

◆秋田 啓（あきた けい）選手  

生 年 月 日： 1990年 2月 22日（31歳）  

 

 

 

 

 

出 身 地： 岐阜県 

入 社 日： 2017年 12月 1日 

（中部損害サービス第 3部所属） 

障がい種別： 下肢障がい 

【大会結果】 
予選リーグ・グループＡ 

8/26 ◎ コロンビア（63-56） 

8/27 ◎ 韓国（59-52） 

8/28 ◎ カナダ（62-56） 

8/29 × スペイン（79-61） 

8/30 ◎ トルコ（55-67） 

【秋田選手コメント】 

終わってみれば、銀メダルを手にすることができ、本当に最高の夢舞台でした。今は、まだメダリストになれ

た実感はそれほど沸いていないのが正直な感想です。決勝戦でアメリカと戦ったことは、これからの日本の車

いすバスケットボールの未来に必ず影響を与えると思っています。 

多くの皆さんに応援していただき感謝しています。ありがとうございました！ 

 

◆柳本 あまね（やなぎもと あまね）選手 

生 年 月 日： 1998 年 8月 4日（22歳）  

 

 

 

 

出 身 地： 京都府 

入 社 日： 2021年 4月 1日 

（近畿火災新種損害サービス部所属） 

障がい種別： 下肢障がい 

【大会結果】 

予選リーグ・グループＡ 

   8/25 ◎ オーストラリア（73-47） 

   8/26 ◎ イギリス（54-48） 

   8/27 × カナダ（35-61） 

   8/29 × ドイツ（54-59） 

東京 2020パラリンピック男子車いすバスケットボール 

当社所属 秋田 啓 選手が銀メダル獲得！ 

〒150-8488 東京都渋谷区恵比寿 1-28-1 

www.aioinissaydowa.co.jp 

決勝トーナメント 

9/1 準々決勝 ◎ オーストラリア（61-55） 

9/3 準決勝  ◎ イギリス（79-68） 

9/5 決勝   × アメリカ（64-60） ★銀メダル獲得！ 

決勝トーナメント 

8/31 準々決勝   × オランダ（82-24） 

9/3  5・6位決定戦 × カナダ（68-49） ★6位入賞！ 

（写真提供：一般社団法人日本車いすバスケットボール連盟） 



【柳本選手コメント】 

初めてのパラリンピックでとても緊張しながらもワクワクしていました。その中で、どれだけ自分のプレーが

通用するのか、心配もありましたが、世界に対して通用すること、しないことが明確にわかって次につながる

大会になったと思います。無観客試合になってしまって、直接観に来ていただくことはできませんでしたが、

ＳＮＳやテレビを通じてたくさんの方に競技を知っていただき、そして応援をしていただきました。それがと

ても力になりました！目標としていたメダルを獲ることはできませんでしたが、社員の皆さんの応援があった

からこそ、ここまで全力で戦うことができました。とても感謝しています。 

また、この経験を次につなげて、次の大会では結果を残せるようにします。本当にありがとうございました。 

 

◆白砂 匠庸（しらまさ たくや）選手 

生 年 月 日： 1996年 7月 27日（24歳）  

 

 

                           

出 身 地： 広島県 

入 社 日： 2017年 4月 1日（広島支店所属） 

障がい種別： 上肢障がい（欠損） 

【大会結果】 

8/30 陸上・やり投げ（58m35）★6位入賞！ 

【白砂選手コメント】 
初めて出場したパラリンピックを楽しみ、競技を行うことができました。結果は 58m35cm、6位でした。 

世界のレベルがかなり上がっており、ハイレベルの試合でしたが、とてもいい経験ができました。 

技術等もまだまだ荒削りのところもあるので、しっかり練習し、精進していきたいと思います。応援していた

だいた皆さん、ありがとうございました！ 

 

以上 

当社は、社会との共通価値を創造し、目指す社会像である 

「レジリエントでサステナブルな社会」を実現するため、 

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）を道しるべとし、地域の 

皆さまに貢献する活動を行ってまいります。 


